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１．策定検討会議開催の趣旨
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■北広島市学校施設長寿命化計画を実行性のある計画として策定し、
質の高い教育環境を将来にわたって安定的に供給していくための検
討を行う。

・学校管理者、教職員の視点：校長会、教頭会、広教研

・保護者や地域、学童保育など地域連携等の視点：地域代表（西部
地区学校運営協議会）、保護者代表（北広島市PTA連合会）、
（市）子ども家庭課、（市）社会教育課

・災害対応（避難所）の視点 ：（市）危機管理課

・公共施設に関する学識的な視点：星槎道都大学

・市全体の教育に関する視点：市教委

その他、議論の内容に応じて招集予定（いずれも庁内組織）

→学校教育課、小中一貫・教育施策推進課、建築課等

１．策定検討会議開催の趣旨 P2



２．学校施設長寿命化計画について

（１）策定の背景と目的

（２）計画書のイメージ等について
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出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（H29文部科学省）

（１）策定の背景と目的
①計画の位置づけ

P4２．学校施設長寿命化計画について



７つの基本方針
①行政サービス需要を踏まえた機能・あり方の見直し

→ 低利用施設を統合・廃止する。統合・廃止は、代替措置等で必要な行政サービス水準の確保に努める。

➁将来人口を見据え、地域性を踏まえた適正な配置
→地域の需要に応じた配置となるよう見直す。見直しは、地区間での機能補完についても検討する。

③施設の複合化・多機能化への転換
→施設更新（新設）は必要最小限、複合化・多機能化を図り、既存施設は改修時などの機会を捉えて、
複合化・多機能化を検討する。複合化・多機能化は、利便性の向上を図り、余剰施設を廃止する。

④空き（余裕）スペースの有効活用
→廃止等により利用しなくなった施設は、民間事業者等への貸与、貸付、売却を進め、それらが見込めない
施設は解体し、土地の有効活用を図る。また、生じた空きスペースは、最大限の有効活用を図る。

⑤施設の長寿命化の推進・財政負担の平準化
→将来にわたり維持管理を要する公共施設等を見極め、予防保全を進め、施設の更新時期を平準化し、管理
運営体制の改善を行い、ハード・ソフト両面から財政負担の軽減を図る。

⑥整備手法・広域的な利用の検討
→効率的な行政サービス提供のため、施設の整備、維持管理、運営等において、PPP/PFIなど幅広い手法を
検討し、有効な手法を積極的に導入する。近隣自治体との施設の相互利用など広域的な連携を検討する。

⑦市民参加・市民意見の反映
→施設の再編などにあたっては、メリット・デメリット両面から市民への積極的な情報提供を行うとともに、市民
意見についても十分検討を行い、合意形成を図りながら適正配置を進める。

施設分野別の方針：学校

市内の公共施設延床面積の約４割を占め、身近な施設である学校は、交流スペース、社会教育、防災など多

目的な利用が考えられることから、学校教育に支障の無い範囲で余裕教室の活用を図るなど、コミュニティの拠

点として有効利用を進める。

★参考★北広島市公共施設等総合管理計画【H28年6月北広島市】 P5



②学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 【H29年3月 文部科学省】

（策定の考え方に係る内容を抽出）

■学校施設長寿命化計画の主な目的は、中長期的な維持管理等
に係るトータルコストの縮減及び予算の平準化を図りつつ、
学校施設に求められる機能・性能を確保することである。

■従来どおりの改築を主体とした更新から、長寿命化改良を活
用した維持管理に転換を図ったとしても、今後10～20年間に
多額の維持管理費用を要することが想定される。
→中長期的な予算配分戦略の検討に繋げることが重要

■策定の検討体制に関して規定はないが、関連部局や教職員、
建築の専門家などの幅広い関係者が計画策定に関わることの
できる体制を構築することが望ましい。

P6２．学校施設長寿命化計画について



（２）計画書のイメージ等について

記載事項

１．学校施設長寿命化計画の背景・目的等
背景、目的、計画期間、計画の対象施
設など

２．学校施設の目指すべき姿 今後の学校施設のあり方 など

３．学校施設の実態
施設の配置状況、児童生徒数の推移、
施設関連経費の状況、今後の維持・更
新コスト、建物の老朽化状況 など

４．学校施設整備の基本的な方針等
学校施設の規模・配置計画の方針、改
修等の方針（長寿命化方針、目標使用
年数等） など

５．基本的な方針等を踏まえた施設整備の
水準等

改修等の整備水準、長寿命化のための
維持管理項目やその手法 など

６．長寿命化の実施計画
改修等の実施計画、長寿命化コストの
見通し・効果 など

７．長寿命化計画の継続的運用方針
情報管理の考え方、計画の推進体制、
フォローアップの考え方 など

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（H29文部科学省）

①計画書の構成

★本会議の検討内容★

P7２．学校施設長寿命化計画について



②施設整備に係る国の考え方（学校施設整備指針【平成31年3月 文部科学省】）

■学校施設整備の基本的方針

１．高機能かつ多機能で変化に対応し得る弾力的な施設

環境の整備
→教育内容や教育方法の変化などに対応可能な学習環境の確保（高機
能・多機能化、柔軟な計画の検討など）

２．健康的かつ安全で豊かな施設環境の確保
→児童生徒の学習・生活の場のほか、教職員の働く場として良好な環境
の確保

→障がいのある児童への配慮
→地域の自然や文化性を活かした豊かな環境の確保（環境負荷の低減・
自然との共生など）

３．地域の生涯学習やまちづくりの核としての施設の整備
→バリアフリー対策の推進
→関連する公共施設や地域との連携
→まちなみ、景観への配慮

P8２．学校施設長寿命化計画について



P9★参考★学校施設整備指針に係る近年の改訂内容について

■義務教育学校制度の創設や公共施設再編のほか、学習指導要領
の改訂など近年の社会変化に対応するため、以下のような趣旨
の改訂が行われている。

（１）平成28年3月の改訂概要

①小中一貫教育に適した学校施設に関する計画・設計

→学年によらず児童生徒が日常的に交流できる空間の設計、児童の安全性
確保に配慮した施設設計、児童の放課後の居場所確保 など

②学校施設の複合化に関する計画・設計

→多様な世代が交流できる場としての計画、ユニバーサルデザインやバリ
アフリー対策の推進、児童生徒の学習に支障がない計画の検討 など

（２）平成31年3月の改訂概要

①学習指導要領の改訂や今日的な施設整備課題への対応

→新学習指導要領に対応できる施設整備、ICT活用、インクルーシブ教育
システム、教職員の働く場としての機能向上、地域連携・協働の促進、
安全性や環境配慮など学校施設の機能向上 など



対応の方向性 具体項目

１．子供たちの主体的な活動を支援する施設整備
多様な学習形態、弾力的な集団による活動

を可能とする施設／ ICT 環境の充実／理科

教育の充実のための施設／国際理解の推進

のための施設／総合的な学習の推進のため

の施設／特別支援教育の推進のための施設

／義務教育学校等における施設／中高一貫

教育における施設

２．安全でゆとりと潤いのある施設整備
生活の場としての施設／健康に配慮した施

設／地震、津波等の災害に対する安全性の

確保／安全・防犯への対応／施設のバリア

フリー対応／環境との共生

３．地域と連携した施設整備
学校・家庭・地域の連携・協働／学校開放

のための施設環境／複合化への対応

■学校施設整備の課題への対応

P10２．学校施設長寿命化計画について



③学校施設の整備水準に係る他地域事例

事例１：建物の部位や設備ごとに考え方を示した事例

→宮城県美里町、千葉県鎌ヶ谷市、愛知県長久手市、

愛知県東郷町

事例２：事業区分ごと（大規模改造、長寿命化改良等）に

考え方を示した事例

→福岡県北九州市、福島県矢吹町、宮城県亘理町

P11２．学校施設長寿命化計画について

★参考資料１参照★

★参考資料２参照★



３．北広島市の学校施設における検討課題

（１）市内学校施設の整備状況

（２）学校ヒアリングについて

（３）今後の検討課題

P12



（１）市内学校施設の整備状況

■既往の大規模改造工事では各校の要望に応じた整備を実施し
てきたため、施設の整備状況が統一的になっていないことか
ら、北広島市の学校施設として最低限整備すべき設備を整理
する必要がある。

P13３．北広島市の学校施設における検討課題

検討が必要と考えられる設備（例）

設備（例）

１．学習環境
多様な学習の場（多目的ホール、ワークスペース等）、ICT対応
など

２．生活環境 トイレ（多目的トイレ、洋式化、乾式化等）、木質化 など

３．省エネ化 LED照明、冷暖房設備（個別空調等） など

４．バリアフリー エレベーター、入り口スロープ、廊下手すり など

５．防犯 オートロック（児童生徒玄関）、防犯カメラ など



（２）学校ヒアリングについて

P14３．北広島市の学校施設における検討課題

学校運営上の課題や、学校施設として必要な機能・環境の考え
方を把握するため、市内小中学校にヒアリング調査を実施した。

ヒアリング項目

詳細内容

１．施設の劣化や破損など、
現在の不具合箇所について

・建物の外装（屋根・外壁等）について
・内装・設備について
・グラウンドや外構について

２．学校を管理する上での課題や
今後の学校の在り方について

・建物の機能や快適性について
・地域連携について
・防災や防犯面について

３．特別支援教育の推進について ・現在の状況や今後の考え方について

４．学校保健の充実について ・現在の状況や今後の考え方について

調査期間：7月4日（木）～7月18日（木）

調査対象：市内小中学校 14校



（３）今後の検討課題

課題① 市内小中学校における設備設置状況の標準化

→児童生徒の良好な学習環境等を維持するため、今後の大規模改造
工事や長寿命化改良、修繕等を実施する際に対応すべき、最低限
必要な学校の機能を検討

課題② 近年の教育に関する国や北海道の動向を踏まえ、良好な学
習環境を維持するために市内の小中学校が有すべき機能
や役割の整理

→ICT対応、バリアフリー、地域との連携など、国や北海道が示す
学校施設の方向性に対して、市内の小中学校における対応方針を
検討

課題③ 防災機能や地域コミュニティなど、学習以外の用途で市内の
小中学校が有すべき機能や役割の整理

→児童生徒や教職員以外の市民が、より身近に活用できる学校施設
として求められる機能・役割への対応方針を検討

P15３．北広島市の学校施設における検討課題



４．今後のスケジュール

（１）計画策定スケジュール

（２）策定検討会議の議題（予定）
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（１）計画策定スケジュール

R1.6 7 8 9 10 11 12 R2.1 2 3

１．学校施設の建物老朽化調査
及び分析

（１）学校ヒアリング

（２）現地調査等

２．施設整備における基本的な方針
及び水準の作成

３．改修費の算出及び改修計画の作成

４．長寿命化計画の継続的運用
方針の策定

５．計画書の作成

庁内調整会議（予定）

パブリックコメント（予定）

1 2 3 4

P17４．今後のスケジュール



（２）策定検討会議の議題（予定）

会議の議題（予定）

第1回

１．策定検討会議開催の趣旨
２．学校施設長寿命化計画について
３．北広島市の学校施設における検討課題
４．今後のスケジュール

第2回

（第1回策定検討会議の内容確認）
１．学校施設の老朽化等に係る現状について
２．施設の現状や課題をふまえた改修内容について
３．今後のスケジュール

第3回
（第2回策定検討会議の内容確認）
１．計画期間における改修計画（案）について
２．今後のスケジュール

第4回
（第3回策定検討会議の内容確認）
１．計画素案に係る内容調整（パブリックコメント前）
２．今後のスケジュール

P18４．今後のスケジュール
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